






























[ 2.I 5 ] 
2.16 世界の日本語教育
1. 資格＠立場のトシテ











例（2）の成分を r先方を A，客として B，招じる CJのようにそれぞれ記号で代表させて観察
すると， A とBは実はある種の同格関係にあるということに誰もが容易に気づくであろう．こ























































層では a,Bに立つものを bだとすれば，変形という手続を経て， aはAに， bはBに，それ
ぞれ現実の文として実現されることになる．このように考えると，例（10）は深層でガ格であっ
たものが，表層で、はニ格として現われていると解釈することができる．
なお， トシテの用例を見ると，普通 Aが先に来て， Bがあとに続くが，その）I関序を逆転した














四 Bは「Bの AJのように Aを連体修飾することもできる．
再び ABC三者の関係を見てみよう．すでに触れたように， Aは C にとって必須的な格であ
るが， Bは Aの意味を補足するために挿入されたものであるから， C との関係において二次的
な格と言ってよい・ここから， ABCの三者は現実の文と異なり，一直線に並んでいるのではな
いことが分る．三者の関係を図1のように示すことができょう．
























ろう．つまり A=Bは同格関係にあり，そして両者とも C との間にも格関係が構成されている






























































「その頃の習慣としてJ と比較的容易に取り出されるが，さて A を取り出すという段になると，
どこまでを A とするかについて二つの意見が考えられる．その一つは「…切腹するJ ところま
でとする意見，もう一つは文末の γ…しなければならない」ところまでとする意見であろう．こ
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なお， トシテが同じ原理によって貫かれている以上，中間的な存在も当然現われてくる． とき
には， どの用法として分類すればよいか，かなり困難を感じる用例も出てくるかも知れない．い
まのところ，こうした中間的文も格助詞的なものであるかぎり，一応図5の I～IVのどこかに
おさまるようで，紙幅の都合により，これ以上深入りしないことにする．
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